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電
気
工
事
業
の
業
務
精
励

に
よ
り
令
和
６
年
秋
の
黄
綬

褒
章
を
受
章
し
た
当
協
会
副

会
長
の
永
井
博
氏（
郡
山
電

工
社
長
）の
受
章
祝
賀
会
が

３
月
22
日
、郡
山
市
の
郡
山

ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
ア
ネ
ッ
ク
ス

で
開
か
れ
た
。根
本
匠
前
衆

議
院
議
員
、品
川
萬
里
郡
山

市
長
、山
田
平
四
郎
県
議
会

副
議
長
、長
谷
川
浩
一
県
建

設
産
業
団
体
連
合
会
長
ら
来

賓
、関
係
者
合
わ
せ
て
約
１

５
０
人
が
出
席
し
、永
井
氏

の
受
章
を
祝
っ
た
。

発
起
人
を
代
表
し
て
大
槻

博
太
当
協
会
長
が「
協
会
事

業
の
活
性
化
に
力
を
尽
く
す

と
と
も
に
、郡
山
市
民
へ
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
取

り
組
む
な
ど
、業
界
の
指
導

者
と
し
て
電
気
を
通
し
て
市

の
活
性
化
に
も
貢
献
し
て
い

る
。受
章
を
機
に
一
層
の
活

躍
を
願
っ
て
い
る
」と
あ
い

さ
つ
。

根
本
氏
が「
公
共
工
事
の

品
質
確
保
実
現
の
た
め
、電

設
業
に
関
す
る
政
策
推
進
に

協
力
し
て
く
れ
た
」と
永
井

氏
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
た

た
え
、品
川
市
長
、山
田
副
議

長
も
祝
辞
を
述
べ
た
。長
谷

川
会
長
は「
受
賞
は
本
県
建

設
業
界
に
と
っ
て
も
栄
誉
。

経
験
を
生
か
し
、卓
越
し
た

指
導
力
を
発
揮
し
て
ほ
し

い
」と
活
躍
に
期
待
を
寄
せ

た
。永

井
氏
が「
地
域
に
必
要

と
さ
れ
る
企
業
、業
界
と
な

る
た
め
に
愚
直
に
取
り
組
ん

で
き
た
。こ
れ
か
ら
も
業
界

発
展
の
た
め
力
を
尽
く
し
て

い
き
た
い
」と
お
礼
の
言
葉

を
述
べ
た
。

勅
使
河
原
正
之
氏
の
発
声

で
乾
杯
し
、出
席
者
は
永
井

氏
の
功
績
を
た
た
え
な
が
ら

和
や
か
に
歓
談
し
た
。

永井氏の功績たたえる
黄綬褒章
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当
協
会
と
県
建
設
業
協

会
、県
空
調
衛
生
工
事
業
協

会
は
３
月
17
日
、福
島
市
の

県
建
設
セ
ン
タ
ー
で
意
見
交

換
会
＝
写
真
＝
を
開
き
、令

和
７
年
度
も
連
携
し
て
建
築

工
事
の
働
き
方
改
革
推
進
に

取
り
組
む
こ
と
を
確
認
し

た
。設
計
団
体
と
の
意
見
交

換
会
や
週
休
２
日
等
の
実
態

調
査
を
実
施
す
る
予
定
。

民
間
工
事
が
大
半
を
占

め
、公
共
工
事
で
も
施
工
環

境
に
制
約
が
多
い
建
築
工
事

は
、資
材
の
価
格
高
騰
や
納

期
遅
延
等
の
影
響
も
受
け
や

す
く
、働
き
方
改
革
が
遅
れ

て
い
る
。３
団
体
は
昨
年
３

月
、建
築
・
設
備
業
界
の
職
場

環
境
改
善
に
連
携
す
る
こ
と

で
合
意
。６
年
度
に
公
共
工

事
の
工
期
に
関
す
る
実
態
調

査
を
共
同
で
行
い
、調
査
結

果
を
基
に
県
土
木
部
に
対

し
、公
共
建
築
設
備
工
事
の

適
正
工
期
の
設
定
等
を
訴
え

た
。７

年
度
も
協
力
体
制
を
維

持
し
、課
題
改
善
を
図
る
。設

計
団
体
と
の
意
見
交
換
は
、

工
期
設
定
等
に
関
す
る
設
計

者
、施
工
者
そ
れ
ぞ
れ
の
課

題
共
有
が
狙
い
。県
内
２
団

体
と
の
実
施
を
予
定
し
て
い

る
。実

態
調
査
は
各
団
体
の
会

員
に
①
週
休
２
日
確
保
工
事

②
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
③
設

備
工
事
の
概
成
工
期
―
の
実

施
状
況
や
問
題
点
を
尋
ね

る
。対
象
は
県
発
注
の
今
年

度
完
成
工
事
に
絞
る
予
定
。

設
計
団
体
と
の
意
見
交
換
会

を
含
め
今
後
、
３
団
体
で
協

議
調
整
し
て
詳
細
を
固
め

る
。意

見
交
換
会
に
は
当
協
会

の
永
井
博
、丹
野
勇
治
両
副

会
長
、建
設
業
協
会
の
大
場

俊
之
副
会
長
、大
和
田
知
昭

建
築
技
術
委
員
長
、作
山
栄

一
同
副
委
員
長
、空
調
衛
生

工
事
業
協
会
の
有
賀
行
秀
、

古
川
敏
博
両
副
会
長
、各
団

体
事
務
局
ら
が
出
席
。大
場

副
会
長
が
適
正
な
工
期
設
定

の
継
続
的
な
要
望
等
の
必
要

性
を
説
い
た
上
で「
３
団
体

の
連
携
が
最
大
の
効
果
を
生

む
は
ず
。協
力
体
制
を
密
に

取
っ
て
対
応
に
当
た
り
た

い
」と
述
べ
、工
期
以
外
の
課

題
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む

姿
勢
を
示
し
た
。

永
井
副
会
長
が「
永
く
生

き
る
建
築
の
実
現
や
品
質
の

高
い
建
築
物
の
完
成
に
は
３

団
体
が
手
を
取
り
合
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
」、有
賀
副
会

長
は
公
共
・
民
間
、
元
請
・
下

請
と
幅
広
く
工
事
に
関
わ
っ

て
い
る
立
場
を
生
か
し「
建

設
業
界
の
進
み
方
を
認
識
で

き
る
立
場
に
あ
り
、少
し
で

も
還
元
で
き
れ
ば
」と
あ
い

さ
つ
し
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
や
資
材

等
価
格
の
高
騰
、加
速
度
的

な
技
能
者
・
技
術
者
不
足
な

ど
、電
設
業
界
を
取
り
巻
く

環
境
が
厳
し
さ
を
増
す
中
、

当
協
会
は
電
気
設
備
の
整
備

や
保
守
管
理
等
の
基
本
的
な

業
務
を
通
じ
て
、県
民
生
活

や
経
済
活
動
に
直
結
す
る
良

質
な
電
気
設
備
を
提
供
す
る

社
会
的
使
命
を
果
た
し
て
い

く
。ま
た
技
術
者
等
の
高
齢

化
や
若
年
入
職
者
の
減
少
な

ど
の
課
題
に
対
応
す
る
た

め
、人
材
育
成
事
業
や
建
設

現
場
の
働
き
方
改
革
、建
設

Ｄ
Ｘ
の
技
術
習
得
・
普
及
を

図
り
、職
場
環
境
や
待
遇
の

改
善
に
取
り
組
む
。

目
指
す
。

働
き
方
改
革
に
つ
い
て

は
、建
設
業
に
昨
年
適
用
さ

れ
た
時
間
外
労
働
の
上
限
規

制
へ
の
対
応
と
し
て
、工
期

末
の
残
業
増
加
な
ど
設
備
工

事
の
課
題
解
消
に
向
け
、必

要
に
応
じ
て
発
注
機
関
へ
の

要
請
を
行
う
と
と
も
に
、概

成
工
期
等
の
普
及
に
努
め

る
。総

合
設
備
協
会
と
し
て
は

県
入
札
制
度
研
修
会
、安
全

大
会
・
技
術
研
修
会
を
開
催
。

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス

テ
ム
の
普
及
や
会
員
企
業
の

事
業
継
続
計
画（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）策

定
検
討
に
協
力
し
て
取
り
組

む
。担

い
手
確
保
関
係
で
は
、

県
内
高
校
電
気
科
等
の
３
年

生
を
対
象
と
し
た
人
材
育
成

表
彰
を
継
続
実
施
す
る
。高

校
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

支
援
事
業
は
引
き
続
き
高
校

生
等
の
現
場
実
習
に
協
力
す

る
と
と
も
に
、事
業
の
改
善

に
向
け
進
路
・
就
職
を
テ
ー

マ
に
高
校
等
の
電
気
科
・
進

路
担
当
教
員
と
の
意
見
交
換

会
を
開
き
、開
催
支
部
の
拡

大
も
図
る
。女
性
ト
ー
ク
サ

ロ
ン
は
新
た
な
事
業
展
開
を

検
討
。先
進
地
研
修
と
し
て

女
性
技
術
者
・
技
能
者
の
育

成
や
活
用
を
図
っ
て
い
る
企

業
の
訪
問
な
ど
を
想
定
し
て

い
る
。

県
出
先
機
関
の
営
繕
設
備

担
当
者
と
の
意
見
交
換
会
は

開
催
支
部
が
増
え
て
お
り
、

未
開
催
支
部
で
の
開
催
を
検

討
す
る
。Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ

研
修
会
は
県
の
動
向
を
踏
ま

え
開
催
を
検
討
す
る
。１
級

電
気
施
工
管
理
技
士
取
得
に

向
け
た
Ｍ
ａ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
制
度

勉
強
会
、現
場
見
学
会
な
ど

も
予
定
し
て
い
る
。

理
事
会
に
は
18
人
が
出

席
。大
槻
博
太
会
長
が
あ
い

さ
つ
し
た
後
、
７
年
度
事
業

計
画
・
収
支
予
算
案
を
協
議

決
定
し
た
。第
75
回
定
時
総

会
は
５
月
27
日
午
後
３
時
か

ら
、福
島
市
の
ウ
ェ
デ
ィ
ン

グ
エ
ル
テ
ィ
で
開
催
す
る
。

理
事
会
に
先
立
ち
、
６
年

度
第
５
回
正
副
会
長
総
務
委

員
会
、第
３
回
技
術
・
安
全
委

員
会
、同
広
報
委
員
会
を
開

き
、事
業
計
画
案
な
ど
を
協

議
し
た
。

具
体
的
に
は
、建
築
設
備

３
団
体
で
週
休
２
日
等
に
関

す
る
実
態
調
査
を
行
い
、現

状
の
問
題
点
等
を
把
握
す

る
。設
計
団
体
と
の
意
見
交

換
会
開
催
も
計
画
。適
正
な

工
期
設
定
等
に
関
す
る
現
状

認
識
や
課
題
等
を
共
有
し
、

働
き
方
改
革
の
推
進
に
役
立

て
る
。実
態
調
査
や
設
計
団

体
と
の
意
見
交
換
の
結
果
も

踏
ま
え
な
が
ら
、昨
年
に
続

き
３
団
体
に
よ
る
県
土
木
部

と
の
意
見
交
換
会
の
開
催
を

理 事 会

７
年
度
事
業
計
画
を
決
定

７
年
度
事
業
計
画
を
決
定

建
築
設
備

３

団

体

共
通
課
題
解
決
へ
連
携
強
化

当
協
会
は
３
月
24
日
、福
島
市
の
協
会
大
会
議
室
で
令
和
６
年
度
第
４
回
理
事
会
＝
写

真
＝
を
開
き
、
７
年
度
事
業
計
画
を
決
定
し
た
。県
建
設
業
協
会
、県
空
調
衛
生
設
備
工
事

業
協
会
と
の「
建
築
設
備
施
工
者
３
団
体
」の
連
携
を
一
層
強
化
し
、共
通
す
る
課
題
に
協

力
し
て
取
り
組
み
、働
き
方
改
革
の
推
進
や
設
計
施
工
環
境
の
改
善
を
図
る
。６
年
度
に
制

度
を
創
設
し
た
高
校
生
を
対
象
と
し
た
人
材
育
成
表
彰
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
支
援
事
業

な
ど
担
い
手
確
保
対
策
を
引
き
続
き
推
進
。女
性
技
術
ト
ー
ク
サ
ロ
ン
の
開
催
も
目
指
す
。

あ
い
さ
つ
す
る
永
井
氏

建築設備３団体

週
休
２
日
な
ど
実
態
調
査

設
計
団
体
と
の
意
見
交
換
も
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工
事
を
施
工
で
き
る
時
代
が

来
る
の
か「
先
を
読
む
力
」が

重
要
に
な
る
と
説
き
、「
共
に

協
力
し
合
い
、勉
強
し
て
素

晴
ら
し
い
設
備
業
界
を
築
い

て
い
こ
う
」と
３
団
体
の
連

携
強
化
を
呼
び
掛
け
た
。

　

矢
澤
敏
幸
県
土
木
部
長
が

「
卓
越
し
た
技
能
と
経
験
に

よ
り
培
わ
れ
た
高
い
技
術
力

で
、社
会
・
経
済
活
動
を
支
え

る
地
域
の
守
り
手
と
し
て
一

層
の
支
援
・
協
力
を
願
い
た

い
」と
祝
辞
を
述
べ
、佐
藤
義

憲
県
議
会
土
木
委
員
長
、鈴

木
武
夫
県
建
設
産
業
団
体
連

合
会
副
会
長
も
復
興
・
創
生

に
向
け
本
県
設
備
業
界
の
一

層
の
活
躍
に
期
待
し
た
。

　

太
田
光
秋
自
民
党
県
議
会

議
員
会
長
の
発
声
で
乾
杯
し

懇
談
し
た
。

　

賀
詞
交
歓
会
に
先
立
ち
、

佐
瀬
守
昭
県
土
木
部
営
繕
課

長
が「
営
繕
行
政
の
新
た
な

取
り
組
み
」と
題
し
て
講
演

し
た
。
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県
は
、
４
月
１
日
付
の
定

期
人
事
異
動
を
行
っ
た
。土

木
部
の
主
な
幹
部
級
人
事
は

 〈
左
表
〉  の
通
り
。

　

部
長
級
の
県
北
建
設
事
務

所
長
に
中
川
善
則
河
川
港
湾

担
当
次
長
が
昇
任
。次
長
は

河
川
港
湾
に
唐
橋
薫
い
わ
き

建
設
事
務
所
長
、都
市
に
和

　

県
総
合
設
備
協
会（
会
長

＝
大
槻
博
太
当
協
会
長
）は

１
月
31
日
、福
島
市
の
ウ
ェ

デ
ィ
ン
グ
エ
ル
テ
ィ
で
令
和

７
年
新
年
賀
詞
交
歓
会
を
開

い
た
。５
年
ぶ
り
の
開
催
で
、

当
協
会
、県
空
調
衛
生
工
事

業
協
会
、県
設
備
設
計
事
務

所
協
会
の
会
員
ら
と
来
賓
合

わ
せ
て
１
６
３
人
が
今
年
一

年
の
さ
ら
な
る
飛
躍
を
誓
い

合
っ
た
。

　

大
槻
会
長
は
、技
術
開
発

が
日
進
月
歩
の
設
備
業
界
を

「
鉄
腕
ア
ト
ム
の
時
代
を
超

え
て
い
る
」と
例
え
、時
代
に

即
し
た
技
術
力
や
知
識
が
な

い
と
業
界
を
生
き
残
っ
て
い

け
な
い
の
か
、技
術
の
進
歩

に
よ
り
誰
で
も
簡
単
に
設
備

　

県
建
設
産
業
団
体
連
合
会

は
、復
興
庁
や
東
北
地
方
整

備
局
、県
等
に
対
し
て
①
復

興
予
算
の
確
保
②
被
災
地
特

例
措
置
の
継
続
③
福
島
国
際

教
育
研
究
機
構（
Ｆ
―
Ｒ
Ｅ

Ｉ
）施
設
整
備
に
お
け
る
県

内
地
元
企
業
の
活
用
―
を
要

望
し
た
。２
月
４
日
に
は
長

谷
川
浩
一
会
長
、大
槻
博
太
、

大
内
弘
之
両
副
会
長
が
県
庁

を
訪
れ
、上
野
台
直
之
県
企

画
調
整
部
福
島
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト
構
想
推

進
課
長
に
要
望
書
を
手
渡

し
、芳
賀
英
幸
県
土
木
部
企

野
善
昌
事
務
次
官
ら
幹
部
に

要
望
書
を
提
出
。２
月
４
日

は
県
の
ほ
か
東
北
地
整
と
復

興
庁
福
島
復
興
局
、同
５
日

に
は
県
議
会
に
も
要
望
活
動

を
行
っ
た
。

　

Ｆ
―
Ｒ
Ｅ
Ｉ
の
施
設
整
備

は
、浪
江
町
川
添
地
区
の
約

16
・
９
㌶
に
総
延
べ
面
積
約

11
万
平
方
㍍
の
施
設
群
を
建

設
す
る
。整
備
事
業
は
復
興

庁
が
主
体
で
、建
物
は
東
北

地
整
、敷
地
整
備
は
都
市
再

生
機
構
が
担
当
。固
有
実
験

施
設
を
除
く
施
設
は
令
和
６

年
度
に
設
計
に
着
手
し
、固

有
実
験
施
設
も
今
年
度
の
設

計
入
り
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。復
興
庁
は
本
部
棟
を
皮

切
り
に
施
設
を
段
階
的
に
整

備
し
、同
庁
設
置
期
限
内
の

全
面
供
用
を
目
指
し
て
い

る
。

 

県
に
要
望
す
る（
左
か
ら
）長

谷
川
会
長
、大
槻
副
会
長
ら  

画
技
術
担
当
次
長
、上
野
台

課
長
と
懇
談
し
た
。

　

要
望
活
動
は
原
材
料
・
建

設
資
材
価
格
の
大
幅
な
上
昇

に
よ
る
経
営
環
境
の
悪
化
等

を
踏
ま
え
、地
域
建
設
業
の

維
持
存
続
を
目
的
に
実
施
し

た
。復
興
の
加
速
化
に
向
け
、

第
２
期
復
興
・
創
生
期
間
後

の
十
分
な
予
算
確
保
を
要

請
。震
災
後
も
自
然
災
害
が

相
次
ぎ
施
工
体
制
の
確
保
が

厳
し
い
状
況
が
全
県
的
に
続

い
て
い
る
と
し
て
、復
興
係

数
の
継
続
を
求
め
た
。

　

Ｆ
―
Ｒ
Ｅ
Ｉ
施
設
に
つ
い

て
は
、地
域
の
雇
用
拡
大
や

振
興
、施
設
完
成
後
の
維
持

管
理
や
緊
急
時
対
応
な
ど
を

考
慮
し
、建
設
工
事
全
般
で

元
請
を
含
め
地
元
建
設
事
業

者
の
積
極
的
な
活
用
を
強
く

訴
え
た
。

　

１
月
29
日
に
長
谷
川
会
長

ら
が
復
興
庁
を
訪
問
し
、宇

知
聡
県
中
建
設
事
務
所
長
、

建
築
に
星
剛
建
築
住
宅
課
長

が
就
い
た
。

　

本
庁
の
建
築
関
係
は
建
築

住
宅
課
長
に
村
上
金
彦
建
築

指
導
課
長
、建
築
指
導
課
長

に
大
和
田
茂
憲
建
築
住
宅
課

主
幹
、営
繕
課
長
は
加
藤
敏

史
建
築
指
導
課
主
幹
兼
副
課

長
が
務
め
る
。

　

出
先
事
務
所
は
次
長
級
の

県
中
建
設
事
務
所
長
に
佐
藤

研
一
技
術
管
理
課
長
、会
津

若
松
建
設
事
務
所
長
に
阿
部

弘
明
道
路
計
画
課
長
、
い
わ

き
建
設
事
務
所
長
に
栗
田
豊

己
相
双
建
設
事
務
所
が
就

任
。県
南
建
設
事
務
所
長
は

佐
藤
岳
晴
空
港
施
設
室
長
、

南
会
津
建
設
事
務
所
長
は
伏

見
聡
砂
防
課
長
、相
双
建
設

事
務
所
長
は
佐
藤
敬
南
会
津

建
設
事
務
所
長
。

　

県
建
設
産
業
団
体
連
合
会

は
２
月
３
日
、福
島
市
の
県

建
設
セ
ン
タ
ー
で「
適
正
な

建
設
生
産
シ
ス
テ
ム
構
築
並

び
に
担
い
手
確
保
に
向
け
て

の
懇
談
会
」 ＝
写
真
＝  

を
開

き
、当
協
会
は
じ
め
加
盟
８

団
体
の
会
員
を
対
象
に
行
っ

た
建
設
生
産
シ
ス
テ
ム
に
関

す
る
令
和
６
年
度
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
示
し
た
。

　

当
協
会
は
、
４
週
当
た
り

の
定
休
日
で「
４
週
８
休
」

「
完
全
週
休
２
日
」を
採
用
す

る
会
員
が
合
わ
せ
て
現
場
、

店
社
と
も
53
％
と
半
数
以
上

を
占
め
、
４
週
８
休
以
上
の

採
用
率
は
８
団
体
の
中
で
最

も
高
か
っ
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
８
団
体

の
会
員
６
１
６
社
の
う
ち
４

５
６
社（
74
％
）
が
回
答
。
調

査
項
目
は
①
４
週
当
た
り
の

定
休
日
②
休
暇
制
度
③
賃
金

状
況
④
従
業
員
の
充
足
状
況

⑤
採
用
状
況
⑥
下
請
工
事
で

の
法
定
福
利
費
支
払
い
状
況

―
で
、今
回
は「
事
業
承
継
」

「
外
国
人
労
働
者
の
採
用
状

況
」も
尋
ね
た
。

　

全
体
で
見
る
と
、休
日
は

「
４
週
６
休
」が
依
然
半
数
近

く
を
占
め
る
も
の
の
、「
４
週

８
休
」「
完
全
週
休
２
日
」の

採
用
企
業
が
増
加
。一
方
で

新
卒
、中
途
と
も
採
用
希
望

人
数
の
４
割
程
度
し
か
確
保

で
き
ず
、担
い
手
不
足
の
状

況
に
改
善
は
見
ら
れ
な
か
っ

た
。会
議
で
は
現
場
代
理
人
・

職
長
ク
ラ
ス
の
人
材
不
足

や
、一
部
職
種
で
新
規
採
用

が
見
込
め
ず
外
国
人
頼
み
と

な
っ
て
い
る
現
状
が
報
告
さ

れ
た
。

設備業界 飛躍の年に
県総合設備協会

５年ぶりに賀詞交歓会

Ｆ―ＲＥＩ 
施設整備

地
元
企
業
活
用
を
要
請

地
元
企
業
活
用
を
要
請

県
建
産
連　

復
興
庁
、東
北
地
整
ら
に

県建産連生産 
システム調査

４
週
８
休
以
上
が
半
数

当
協
会
員

休

日

数　

回
答
８
団
体
で
最
多

県土木部人事

星
氏
が
建
築
担
当
次
長

県
北
建
設
所
長
は
中
川
氏

県土木部の主な幹部人事（新任分）

▼ 政策監 渡邊　重勝 （総務部参事･福島医
大事務局次長・総務
担当)

▼ 次長（河川港湾担
当）

唐橋　薫 （いわき建設事務所
長）

▼ 次長（都市担当） 和知　聡 (県中建設事務所長)

▼ 次長（建築担当） 星　剛 (建築住宅課長)

▼ 参事 野地　重和 (会津若松建設事務
所長)

▼ 技術管理課長 草野　雄一 (企業局工業用水道
課長)

▼ 建築住宅課長 村上　金彦 (建築指導課長)

▼ 建築指導課長 大和田茂憲 (建築住宅課主幹)

▼ 営繕課長 加藤　敏史 (建築指導課主幹兼
副課長)

▼ 県北建設事務所長 中川　善則 (次長･河川港湾担
当)

▼ 県中建設事務所長 佐藤　研一 (技術管理課長)

▼ 会津若松建設事務
所長

阿部　弘明 (道路計画課長)

▼ いわき建設事務所
長

栗田　豊己 (相双建設事務所長)

▼ 県南建設事務所長 佐藤　岳晴 (空港施設室長)

▼ 南会津建設事務所
長

伏見　聡 (砂防課長)

▼ 相双建設事務所長 佐藤　敬 (南会津建設事務所
長)

▼ 富岡土木事務所長 籏野　直広 (土木企画課主幹)

▼ 福島空港事務所長 須田　秀明 (入札監理課主幹)

 

現
場
作
業
を
体
験
す
る
生
徒

ら  

乾杯する参加者ら
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電
設
業
へ
の
理
解
深
ま
る

小
高
産
業

技
術
高
校　

２
年
生
が
就
業
体
験

新住所　〒963-8071　　　　　　　　　　　　　　　　
郡山市富久山町久保田字伊賀河原34 HDビル 伊賀河原2階

TEL（024）900-9002 FAX（024）900-9001
岩崎電気株式会社 http://www.iwasaki.co.jp

【賛助会員の特典】

※詳しくはホームページをご覧ください

進路活動に経験生かす
県立小高産業技術高校　木幡　　蓮

　今回のインターンシップを行ってとても充実した3
日間を過ごすことが出来ました。青田電気商会の社
員様には1つ1つの研修内容や作業の方法を分かりや
すく教えていただき大変感謝しております。
　1日目は主に双葉町で建設途中の都市公園の建設に
携わることが出来てとてもうれしかったです。2日目
は、まず木戸ダムと東日本大震災原子力災害伝承館、
双葉交流センターの見学を行い、この3つとも青田電
気商会さんが照明を工事していることを初めて知り
感動しました。
　3日目は、会社でＣＶＴケーブルの切片と圧着、パ
イプの曲げ作業、灯りプランの作成、ＣＡＤ作成な
どを通して事務の作業を体験することが出来てうれ
しかったです。
　3日間、学校で学習することのない充実したイン
ターンシップを行うことが出来ました。このような
経験を活かして学校生活や進路活動に役立てていき
たいです。

やりがい感じた３日間
県立小高産業技術高校　菊地　　庵

　私は1月28日～1月30日の3日間、光洋電設へイン
ターンシップを受けに行きました。私はインターン
シップに行く前から仕事に対する考えを固め、実際
に職場を経験する事で道路活動に生かし今後に継げ
る事を目標とし、より良いインターンシップにしよ
う取り組みました。

　3日間通し、職場を見学していて最初に感じた事は、
第2種電気工事士と同じ内容なのにとても難しそうに
見えたことです。実際に内線工事を経験したり、お
話を聞いていくうちに大変だけど、やりがいのある
仕事だなと感じるようになりました。
　私はこの3日間のインターンシップを通し、仕事に
対する考え方が一人一人にあり、その考えがやりが
いに繋がると学びました。今後は目標を持って行動
する事や3日間を通し得た経験などを私生活や学校生
活、進路活動に生かし、より良い物にしたいと思い
ます。

電気工事士の仕事を理解
県立小高産業技術高校　高橋　颯太

　私は3日間という短い間でしたが、旭電気工事株式
会社へインターンシップに行きました。
　1日目は社長さんとお話をしました。会話の中で学
んだ事は、会社は適性よりもやりたい仕事かどうか
が大切ということを教えてもらいました。午後はメ
イワの新しい建物の現場に行きました。骨組みが見
えている状態であったので興味深い見学でした。
　2日目は、午前はリフォーム中の家に行き、配線作
業の体験をしました。脚立に乗っての作業だったの
でバランスが取れず大変でした。午後はパイプ曲げ
をしました。トーチランプを使ってのパイプ曲げは初
めてだったので、貴重な体験ができて良かったです。
　この3日間で、自分が学んでいる事は仕事にしてい
る方々の苦労や話を聞いたり、作業をさせていただ
いたことにより、電気工事士がどんな仕事をしてい
るのが理解することができました。今後の進路活動
に生かしていきたいと思います。

インターンシップ感想文インターンシップ感想文

【12月】
2日 ・ いわき支部といわき電設業協会合同役員会（割

烹・正月荘）
3日 ・ 福島県いわき方部４出先機関と電協・空衛協い

わき支部の意見交換会反省会（いわき管工事協
同組合）

6日 ・ 相双建設事務所職員と相双支部会員現場代理人
との意見交換会・現場見学（双葉地区特別支援
学校）

9日 ・ 政府予算対策要望活動（自民党本部）
10日 ・ 建設業における働き方セミナー（ビッグパレッ

トふくしま）
・ いわき支部といわき電設業協会合同忘年ゴルフ

コンペ・懇親会（小名浜オーシャンホテル＆ゴ
ルフリゾート）

・ 郡山支部例会（郡山ビューホテル）
18日 ・ 会津支部例会（時遊人）
20日 ・ 福島支部忘年会（ますふじ）

【１月】
8日 ・ 令和6年度第4回正副会長総務委員会・新年挨拶

回り（協会）
11日 ・ 福島支部安全祈願（塩釜神社）
15日 ・ 建産連新年賀詞交歓会（エルティ）
20日 ・ 会計事務所監査　
21日 ・ 協会事務所監査

・ 会津支部例会・新年会（割烹萬花楼）
23日 ・ 日電工東北支部新年賀詞交歓会（メトロポリタ

ン仙台）

協会のうごき協会のうごき 28日 ・ 建築3団体合同賀詞交歓会（ホテル福島グリー
ンパレス）

28～30日・ 小高産業技術高等学校インターンシップ
31日 ・ 県総合設備協会賀詞交歓会（エルティ）

【２月】
3日 ・ 建設生産システム構築並びに担い手確保に向け

ての懇談会（県建設センター）
4日 ・ 福島国際研究教育機構（Ｆ－ＲＥＩ）の施設整

備に関する要望活動（福島県、福島復興局長、
東北地方整備局）

5日 ・ 第40回福島県建築文化賞表彰式、講演会（杉妻
会館）

12日 ・ 令和7年度いわき支部技術研修会について（割
烹みどり）

21日 ・ 会津支部例会（ホテルニューパレス）
25日 ・ 建産連参与会（県建設センター）

【３月】
10日 ・ 根本拓シンポジウム（郡山ビューホテル）
11日 ・ 東日本大震災追悼復興祈念式（パルセいいざか)
14日 ・ 白河支部例会（花文）
17日 ・ 建産連第51回理事会（県建設センター）

・ 建築設備3団体意見交換会（県建設センター）
18日 ・ ＮＰＯ法人循環型社会推進センター令和6年度

第3回役員会（県建設センター）
19日 ・ 福島支部例会（協会）
21日 ・ 会津支部例会（田事）
22日 ・ 永井博氏黄綬褒章受章祝賀会（郡山ビューホテ

ルアネックス）
24日 ・ 令和6年度各委員会・第4回理事会（協会）
26日 ・ いわき支部役員会（常盤電設産業株式会社）

　

当
協
会
は
、県
電
設
業
人

材
育
成
表
彰
の
初
の
受
賞
者

と
し
て
、県
内
高
校
の
電
気

関
係
学
科
で
学
ん
だ
卒
業
予

定
者
９
人
を
選
定
し
、各
学

校
を
通
し
て
賞
状
と
記
念
品

を
贈
っ
た
。

　

表
彰
制
度
は
地
域
社
会
で

電
設
業
を
担
う
人
材

の
育
成
・
定
着
を
目

的
に
今
年
度
創
設
し

た
。県
立
高
校
９
校
が
対
象
。

①
学
業
成
績
か
部
活
動
等
で

優
良
②
現
場
実
習
等
で
態
度

が
優
秀
③
電
設
産
業
の
社
会

的
役
割
を
認
識
し
、地
元
電

設
業
界
で
今
後
活
躍
が
期
待

さ
れ
る
④
各
種
検
定
試
験
等

へ
の
挑
戦
や
課
題
研
究
へ
の

取
り
組
み
が
積
極
的
⑤
協
会

実
施
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

支
援
事
業
参
加
者
―
を
参
考

に
、各
校
１
人
を
推
薦
し
て

も
ら
い
、会
長
名
で
表
彰
し

た
。

　

受
賞
者
は
次
の
通
り
。

　

▽
福
島
工
業
＝
加
藤
大
悟

（
電
気
科
）▽
二
本
松
実
業
＝

國
分
惣
右
介（
情
報
シ
ス
テ

ム
科
）▽
郡
山
北
工
業
＝
金

野
敦
広（
電
気
科
）▽
白
河
実

業
＝
中
澤
大
麒（
同
）▽
会
津

工
業
＝
小
沼
愛
斗（
電
気
情

報
科
）▽
喜
多
方
桐
桜
＝
阿

部
輝（
電
気
・
電
子
科
）▽
平

工
業
＝
鈴
木
颯
介（
電
気
工

学
科
）▽
勿
来
工
業
＝
大
津

柊
汰（
電
気
科
）▽
小
高
産
業

技
術
＝
伊
東
蒼
良（
同
）

　

相
双
支
部
は
１
月
28
～
30

日
、県
立
小
高
産
業
技
術
高

校
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

受
け
入
れ
、電
気
科
２
年
生

13
人
が
電
設
業
の
仕
事
を
体

験
し
た
。

　

生
徒
ら
は
１
～
２
人
に
分

か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
習
先

で
３
日
間
に
わ
た
り
体
験
学

習
を
行
っ
た
。現
場
見
学
や

実
際
の
現
場
で
の
簡
易
的
な

作
業
、書
類
作
成
等
を
通
し

て
、電
気
設
備
工
事
に
対
す

る
理
解
を
深
め
た
。

　

生
徒
を
受
け
入
れ
た
会
員

企
業
は
旭
電
設
工
業
、早
川

電
気
工
業
、光
洋
電
設
、旭
電

気
工
事
、青
田
電
気
商
会
。こ

の
ほ
か
相
双
地
区
電
気
工
事

協
同
組
合
の
組
合
員
も
受
け

入
れ
に
協
力
し
た
。

 

※
左
上
欄
に
参
加
生
徒
の
感

想
文
掲
載  

 

表
彰
状
を
掲
げ
る
福

島
工
業
高
校
の
加
藤

さ
ん  

 

現
場
作
業
を
体
験
す
る
生
徒

ら  
県内高校 
電気学科

９
校
９
人
の
活
躍
期
待

制
度
創

設
後
初　

人
材
育
成
表
彰
を
授
与
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令
和
６
年
度
を
無
事
に
終

え
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
の
振

り
返
り
を
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
う
ち
の
１
つ
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
に
つ
い

て
少
し
触
れ
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業

は
平
成
８
年
度
の
会
津
支
部

か
ら
始
ま
り
、今
年
で
29
年

目
に
な
り
ま
す
。一
般
社
団

法
人
へ
移
行
し
た
平
成
25
年

か
ら
は
、延
べ
１
２
５
５
人

の
生
徒
を
受
け
入
れ
、人
材

育
成
事
業
と
し
て
大
き
な
社

会
貢
献
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

支
部
ご
と
に
希
望
す
る
学

校
と
連
携
し
、３
～
５
日
間
、

会
員
企
業
が
生
徒
を
受
け
入

れ
、実
際
の
現
場
で
見
学
や

体
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。実

施
後
、
生
徒
さ
ん
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
記
入
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
の
で
す
が
、非
常

に
意
欲
的
な
方
が
多
く
、「
３

日
間
で
は
足
り
な
い
」「
他
の

企
業
に
も
行
っ
て
み
た
い
」

「
も
っ
と
詳
し
く
知
り
た
い
」

等
々
の
意
見
が
あ
り
、集
計

作
業
を
し
な
が
ら
感
心
さ
せ

ら
れ
ま
す
。

　

前
向
き
な
方
々
が
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
き
っ
か
け

に
電
設
業
界
へ
入
職
し
、人

材
不
足
解
消
へ
繋
が
っ
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
切
に
願
い

ま
す（
事
務
局
・
愛
知
恵
利

香
）。
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聴
覚
障
が
い
が
あ
る
人
た

ち
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク「
デ
フ

リ
ン
ピ
ッ
ク
」。デ
フ（
Ｄ
ｅ

ａ
ｆ
）と
は
英
語
で「
耳
が
聞

こ
え
な
い
」と
い
う
意
味
で

す
。オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
同
様
、聴

覚
障
が
い
が
あ
る
人
た
ち
の

最
高
峰
の
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大

会
で
す
。

　

１
０
０
周
年
を
迎
え
る
２

０
２
５
年
の
本
大
会
は
、日

本
初
開
催
の
記
念
大
会
で

す
。東
京
都
を
メ
イ
ン
会
場

に
、
80
カ
国
ほ
ど
か
ら
約
３

０
０
０
人
の
選
手
が
来
日
予

定
で
す
。

　

日
程
は
25
年
11
月
15
日
～

26
日
。種
目
は
、陸
上
・
水
泳
・

卓
球
・
サ
ッ
カ
ー
・
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
な
ど
21
競
技
。会

場
は
東
京
都
、福
島
県
、静
岡

県
で
す
。
福
島
県
内
で
は
、

サ
ッ
カ
ー
の
種
目
が
Ｊ
ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
で
行
わ
れ
ま
す
。

せ
っ
か
く
の
機
会
な
の
で
、

応
援
に
行
っ
て
き
ま
す
。

　

選
手
や
サ
ポ
ー
ト
す
る
人

た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
は「
手
話
」。現
代
、各
企
業

の
課
題
の
多
く
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
が
、選
手
た
ち
の
表
情
や

会
話
か
ら
真
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。実
は
、私
も
昨

年
手
話
を
少
し
習
い
ま
し

た
。使
え
る
機
会
が
あ
れ
ば

嬉
し
い
で
す
！
詳
し
く
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
あ
り
ま
す

の
で
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い

（
東
陽
電
気
工
事
㈱
・
石
川
格

子
）。

　

齋
藤
知
事
に
会
え
ず
、
う

つ
む
き
な
が
ら
の
夜
の
懇
親

会
と
な
り
ま
し
た
が
、
ホ
テ

ル
の
最
上
階
で
の
食
事
と
夜

景
は
絶
品
で
し
た
。支
部
長

希
望
の
２
次
会
で
は
地
下
鉄

に
乗
り
三
ノ
宮
ま
で
行
き
、

神
戸
の
夜
を
満
喫
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

旅
行
２
日
目
は
六
甲
国
際

カ
ン
ト
リ
ー
に
行
き
ま
し

た
。「
宮
里
藍
が
い
る
ん
じ
ゃ

な
い
」な
ん
て
言
い
な
が
ら
、

ゴ
ル
フ
場
へ
と
む
か
い
ま
し

た
。ス
タ
ー
ト
す
る
と
、前
の

組
で
夫
婦
？
と
思
わ
れ
る
人

た
ち
が
ラ
ウ
ン
ド
し
て
い
ま

し
た
が
、男
性
の
ほ
う
は
刻

み
刻
み
で
、
な
か
な
か
進
ま

な
い
よ
う
な
状
況
で
し
た
。

　

高
木
さ
ん
は
ス
タ
ー
ト

時
、息
巻
い
て
い
ま
し
た
が
、

前
の
組
が
影
響
し
た
の
か
後

半
は
崩
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

キ
ャ
デ
ィ
さ
ん
の
合
図
に

よ
り
最
終
ホ
ー
ル
で
テ
ィ

シ
ョ
ッ
ト
を
打
っ
た
の
で
す

が
、斜
面
の
陰
か
ら
前
の
組

の
人
た
ち
が
出
て
き
た
の
で

す
。定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
ボ
ー
ル
が
カ
ー
ト
に
当

た
っ
た
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

キ
ャ
デ
ィ
さ
ん
は
謝
っ
て
い

ま
し
た
が
後
味
の
悪
い
ラ
ウ

ン
ド
に
な
り
ま
し
た
。気
の

弱
い
私
は
テ
ィ
シ
ョ
ッ
ト
が

飛
ん
だ
の
に
ダ
ブ
ル
ボ
ギ
ー

と
な
り
ま
し
た
。お
わ
り（
光

洋
電
設
㈱
・
荒
明
）。

　

会
津
地
方
で
は
全
国

ニ
ュ
ー
ス
で
も
報
じ
ら
れ
た

よ
う
に
警
報
級
の
大
雪
に
見

舞
わ
れ
ま
し
た
。２
月
上
旬

か
ら
の
連
日
の
大
雪
で
積
雪

が
記
録
的
水
準
に
達
し
、重

く
湿
っ
た
雪
が
路
肩
に
連
な

り
片
側
２
車
線
の
道
路
が
１

車
線
に
。
多
数
の
車
が
ス

タ
ッ
ク
し
立
ち
往
生「
渋
滞
」

も
各
所
で
発
生
し
ま
し
た
。

　

交
通
網
は
マ
ヒ
、
ご
み
回

収
車
も
ス
タ
ッ
ク
し
て
し
ま

う
た
め
一
部
を
除
い
て
は
一

時
回
収
停
止
に
な
る
な
ど
、

生
活
に
も
深
刻
な
影
響
が
あ

り
ま
し
た
。こ
こ
数
年
、会
津

地
域
は
暖
冬
で
、年
々
降
雪

量
は
減
っ
て
い
る
よ
う
に
感

じ
て
い
ま
し
た
が
、今
回
の

ド
カ
雪
で
自
宅
の
物
置
が
覆

わ
れ
る
ほ
ど
の
積
雪
は
初
め

て
の
経
験
で
し
た
。

　

そ
ん
な
中
で
ス
タ
ッ
ク
し

た
車
を
救
出
し
た
り
、自
分

が
助
け
ら
れ
る
場
面
に
数
え

切
れ
な
い
ほ
ど
遭
遇
し
ま
し

た
。ス
タ
ッ
ク
し
た
車
を
見

つ
け
る
と
、自
然
に
人
が
集

ま
り
、掛
け
声
を
か
け
て
救

出
作
業
を
し
て
い
ま
し
た
。

ス
コ
ッ
プ
で
タ
イ
ヤ
を
掘
り

出
し
、人
力
で
車
を
押
し
て

も
動
か
な
い
時
に
役
に
立
っ

た
の
が
毛
布
で
し
た
。空
転

し
た
タ
イ
ヤ
に
敷
き
こ
む
だ

け
で
脱
出
で
き
る
の
で
本
当

に
助
か
り
ま
し
た
。

　

新
年
度
が
始
ま
り
ま
す
。

仕
事
も「
渋
滞
」し
な
い
よ
う

に
頑
張
り
た
い
で
す（
㈱
富

士
工
業
商
会
・
中
島
則
弘
）。

　

弊
社
衛
生
ス
ロ
ー
ガ
ン
で

す
。安
全
、施
工
、私
生
活
、遊

び
に
お
い
て
も
健
康
は
最
も

重
要
で
あ
り
、社
内
で
唱
和

し
健
康
の
た
め
の
３
原
則

「
食
事
」「
睡
眠
」「
運
動
」へ
の

取
り
組
み
を
継
続
し
行
う
よ

う
進
め
て
お
り
ま
す
が
、私

自
身
が
冬
の
寒
さ
に
負
け
運

動
を
怠
り
、
イ
ベ
ン
ト
事
で

栄
養
を
取
り
す
ぎ
た
た
め
も

あ
り
、体
重
が
増
え
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

自
省
し
２
月
に
家
族
の
続

か
な
い
と
言
う
批
判
を
押
し

切
り
、筋
ト
レ
マ
シ
ン
を
購

入
し
１
日
30
分
の
筋
ト
レ
を

始
め
ま
し
た
。意
志
が
弱
い

こ
と
も
あ
り
、今
現
在
も
過

度
な
こ
と
は
せ
ず
、毎
日
行

う
こ
と
に
努
め
て
お
り
ま

す
。

　

今
ま
で
運
動
を
ほ
と
ん
ど

し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
あ

り
、効
果
と
し
て
は
体
重
数

㌔
減
と
な
り
、夜
の
風
呂
上

が
り
に
行
っ
て
い
る
こ
と

で
、寝
付
き
も
良
く
な
り
目

覚
め
の
シ
ャ
キ
ッ
と
感
に
も

繋
が
り
ま
し
た
。

　

人
生
１
０
０
歳
時
代
は
大

げ
さ
で
は
あ
り
ま
す
が
、長

寿
命
化
に
は
な
っ
て
お
り
ま

す
。皆
様
も
安
全
に
人
生
を

楽
し
む
た
め
、
ル
ー
テ
イ
ン

に
運
動
を
取
り
入
れ
元
気
に

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。ち
な
み

に
筋
肉
ム
キ
ム
キ
に
は
な
り

そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
が
！

（
㈱
須
南
電
設
・
渡
邊
康
之
）。　

私
に
は
一
年
を
通
し
て
１

番
嫌
い
な
時
期
が
あ
る
。２

月
か
ら
４
月
の
こ
の
時
期
で

あ
る
。
鼻
水
が
出
続
け
、
ク

シ
ャ
ミ
が
止
ま
ら
ず
、
お
ま

け
に
目
が
か
ゆ
い
。た
ぶ
ん

花
粉
症
で
あ
る
。い
や
病
院

で
検
査
し
た
事
は
な
い
の
で

正
確
に
は
分
か
ら
な
い
。し

か
し
恐
ら
く
は
花
粉
症
。い

や
花
粉
症
だ
ろ
う
。

　

こ
の
時
期
こ
の
症
状
、花

粉
症
で
な
い
な
ら
ど
ん
な
病

気
な
ん
だ
と
い
う
感
じ
で
あ

る
。ひ
ど
い
時
に
は
鼻
を
殴

り
た
く
な
る
。目
玉
を
取
り

出
し
て
洗
い
た
く
な
る
。市

販
薬
で
し
の
い
で
い
る
が
、

効
か
な
い
時
も
あ
る
。

　

３
月
は
別
れ
の
季
節
と
言

わ
れ
る
が
、
い
つ
も
目
を
赤

ら
め
、潤
ま
せ
て
い
る
。蛭
田

さ
ん
そ
ん
な
に
悲
し
ま
な
い

で
。ま
た
会
え
る
か
ら
。い
や

悲
し
ん
で
は
な
い
。単
に
目

が
か
ゆ
い
の
だ
。

　

先
日
、全
国
で
一
番
の
花

粉
飛
散
量
が「
い
わ
き
」と
報

道
が
あ
っ
た
。他
の
都
道
府

県
、地
域
よ
り
２
倍
以
上
と

の
こ
と
。も
は
や
狙
わ
れ
て

い
る
の
か
呪
い
な
の
か
、弱

り
目
に
た
た
り
目
で
あ
る
。

花
粉
量
日
本
一
の
街
、
い
わ

き
市
。最
悪
で
あ
る
。こ
の
症

状
も
５
月
に
な
れ
ば
不
思
議

と
消
え
て
な
く
な
る
。そ
れ

ま
で
耐
え
忍

ぶ
日
々
が
続

く（
岩
電
機

工
事
㈱
・
蛭

田
淳
）。

　

私
の
趣
味
は
ド
ラ
イ
ブ
で

す
。休
日
は
愛
車
を
走
ら
せ

福
島
の
自
然
を
満
喫
し
、仕

事
で
も
社
用
車
で
県
内
各
地

を
巡
り
、四
季
折
々
の
風
景

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。最
近

ま
で
公
共
工
事
入
札
参
加
申

請
の
た
め
各
市
町
村
を
訪
れ

て
い
ま
し
た
が
、春
の
訪
れ

と
と
も
に
景
色
も
日
々
変
化

し
て
い
ま
す
。

　

４
月
に
な
り
、
待
ち
に

待
っ
た
桜
の
季
節
で
す
。県

中
地
区
に
は
数
々
の
桜
の
名

所
が
あ
り
ま
す
。開
成
山
公

園（
約
１
３
０
０
本
の
桜
と

日
本
最
古
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ

ノ
）、観
音
寺
川
の
桜
並
木
、

夏
井
千
本
桜
、
そ
し
て
樹
齢

１
０
０
０
年
の
三
春
滝
桜
。

四
方
に
枝
を
広
げ
、滝
の
よ

う
に
咲
く
姿
は
、
ま
さ
に
自

然
の
芸
術
で
す
。「
創
造
が
想

像
を
超
え
る
」と
い
う
言
葉

が
目
の
前
の
光
景
を
言
い
表

し
て
い
る
か
の
よ
う
に
感
じ

ま
す
。

　

ド
ラ
イ
ブ
を
し
な
が
ら
名

所
を
巡
る
の
は
、私
に
と
っ

て
至
福
の
時
間
で
す
。仕
事

で
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
、

新
し
い
発
見
や
感
動
を
求

め
、想
像
を
超
え
る
創
造
を

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。こ
の
春
も
福
島
の
美

し
い
景
色
か
ら
新
た
な
イ
ン

ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
る
こ

と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す

（
高
柳
電
設
工
業
㈱
・
関
根
尚

文
）。

健
康
な
心
と
身
体
で

快
適
職
場
よ
し
！

デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク

白

河

支

部

白

河

支

部

郡

山

支

部

郡

山

支

部

福

島

支

部

福

島

支

部

い
わ
き
支
部

い
わ
き
支
部

相

双

支

部

相

双

支

部

会

津

支

部

会

津

支

部

会

員

の

声

会

員

の

声

　
　
　
　
　

想
像
を
超
え
る
創
造

耐
え
忍
ぶ
日
々

経
験
の
な
い
大
雪

続
・
支
部
旅
行
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